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*40　労働関係訴訟及び労働審判事件は，前記4.3.1（ 2 ）のとおり，いずれも近年大幅に増加している。
*41　規模を厳密に区別・定義付けすることは困難であるが，ここでは，「大規模庁」として，民事第一審訴訟の事件数が

突出して多い東京地裁本庁及び大阪地裁本庁を，「中規模庁」として，民事第一審訴訟の事件数が比較的多い大規模
庁近郊の地裁本庁及び高裁所在地の地裁本庁を，「小規模庁」として，大規模庁及び中規模庁以外の地裁本庁を，そ
れぞれ一応念頭に置いて，指摘された実情や意見を規模及び種類ごとに整理した。以下の関連する統計データ及び
（ 3）「考えられる施策の検討」においても同じ。
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*42　配偶者暴力に関する保護命令事件の新受件数は，平成17年以降増加して平成20年に3100件を超え，以後，同程度で
推移している。【表73】

 準抗告（刑訴法429条によるもの）の新受人員は，平成17年以降年々増加しており（平成22年は7172件），特に平成20
年から平成21年にかけての増加幅（前年比約37％増）が大きい。【表74】
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*43 新受件数は，乙類以外の調停事件が平成17年の水準より若干少ない件数で推移しているほかは，甲類審判事件，乙
類審判事件，乙類調停事件のいずれの事件についても一貫して増加しており，遺産分割事件（審判及び調停）も増
加傾向にある。【表71，図72】

 大規模家裁（東京家裁本庁及び大阪家裁本庁）では，乙類以外の調停事件についても平成21年以降増加傾向にあり，
いずれの事件についても増加傾向にある。【表75】

 遺産分割事件の平均審理期間の推移をみると，全国的には平成12年以降おおむね短縮化傾向にあるが（平成22年は
12.0月），大規模家裁では平成16年から19年までの間，長期化傾向が見られた。【図72，76】

 また，成年後見関係事件の新受件数は，平成18年は障害者自立支援法の改正により事件が急増したという事情が
あったが，それ以後も依然として高水準が継続しており，全体としてみれば増加傾向が続いている（平成22年は 3
万6994件）。【表77】

71

5　裁判所及び弁護士の執務態勢等に関連する要因に関する施策 



－72－
72

Ⅵ　裁判の適正・充実・迅速化を推進するために必要な施策等



Ⅵ

73

5　裁判所及び弁護士の執務態勢等に関連する要因に関する施策 



74

Ⅵ　裁判の適正・充実・迅速化を推進するために必要な施策等



Ⅵ

75

5　裁判所及び弁護士の執務態勢等に関連する要因に関する施策 



76

Ⅵ　裁判の適正・充実・迅速化を推進するために必要な施策等



Ⅵ

*44　なお，書記官の態勢整備に関連して，司法補助官制度の導入を検討すべきではないかとの指摘があるが，この点に
ついては，ドイツ等に同様の制度が存在しているものの，我が国の法文化や法体系に馴染むかという課題があるの
で，こうした点を検討した上で，制度導入の可否も含めて検討を進める。

77

5　裁判所及び弁護士の執務態勢等に関連する要因に関する施策 



*45　前記3.4.1（ 2 ）においても，合議体による審理の活用例が紹介されている。
*46　簡裁を第一審とする控訴事件は，平成19年以降急増しており，平成22年は 1万3421件で，平成19年（3527件）の3.8

倍程度になった。特に平成21年から平成22年にかけての控訴事件の増加傾向は顕著であり（約243％の増加），簡裁
の民事通常訴訟事件の件数の推移（約11％の減少）と比べてもその増加傾向は際立っている。【図110，111】
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*47　前記3.4の「争点又は当事者多数の事案及び先端的で複雑困難な問題を含む事案に関連する要因に対する施策」及び
前記3.3.2の「専門的知見の獲得に資する施策等」においても，合議体による審理の積極的な活用を取り上げている。
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*48　現行の民事法律扶助制度は，法テラス（日本司法支援センター）から弁護士費用など民事裁判等に必要な費用の立
替払いがされた後，援助を受けた者が原則としてその費用を毎月分割して償還することになっているが，そのよう
な立替償還制を変更し，費用の返還を求めないのを原則とする制度（給付制）や，資力に応じた費用の一部負担を
求める制度（負担金制）を導入することについて議論されている（山本和彦「民事法律扶助について」判例タイムズ
1039号18頁（平成12年），渕上玲子「民事法律扶助制度を利用する　 3　今後の展望」LIBRA Vol.10 No.2 14頁（平
成23年）等参照）。以下，給付制，負担金制というときはこのような内容を指す。
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*49　原告側に訴訟代理人が選任されなかった事件（当事者双方に訴訟代理人が選任されなかった事件及び被告側にのみ
訴訟代理人が選任された事件の合計）をみると，認容判決で終局した事件数（平成22年）は，民事第一審訴訟（全体）
では 1万5000件近くに上り，過払金等以外事件でも7987件に上る。これに加え，和解や取下げで終局した事件の中
にも原告側が金銭的な満足を得た事件が相当数含まれていると考えられる。【表112，113】
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*50　平均訴額は， 1事件ごとの実数値の平均ではなく，訴額の区分（新受事件については，30万円以下から50億円超ま
で13段階に区分されている。）ごとに設定した代表値（基本的には，各区分の中間値を代表値としている。）に，各区
分ごとに集計された事件数を乗じたものの総合計を事件総数で除することにより算出した（ただし，訴額が算定不
能な事件及び非財産事件は除外した。）。
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*51　前記3.3.3の「弁護士の専門化推進」においても，弁護士が専門的なスキルを有していることを認定する制度の創設
を施策案として取り上げている。
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*52　民事第一審訴訟事件のうち，訴額が500万円を超える事件の割合について，都市部にある事件数の上位10庁とそれ
以外の庁とを比較すると，後者が前者よりも10％以上も少ない。【図124】

*53　被疑者段階の国選弁護人選任請求の新受人員は，同制度が始まった平成18年以降急増しており，特に，対象事件の
範囲が拡大された平成21年には，前年の 5倍以上に増加し，平成22年も前年より 1万件近く増加し， 2万6279人と
なった。【表125】
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